
京都文教大学・臨床心理学部・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４３２０

若手研究(B)

2016～2014

小学校理科における科学的思考力・表現力育成のための自律型探究学習モデル・教材開発

Development of the Autonomous Inquiry-Learning Model and Scientific Tool to 
Improve the Abilities of Scientific Thinking and Expression in Elementary School

９０７０９５２８研究者番号：

大前　暁政（Omae, Akimasa）

研究期間：

２６７５００７０

平成 年 月 日現在３０   ５ １５

円     1,500,000

研究成果の概要（和文）： 本研究により，小学校段階において，科学的な思考力や表現力を育成するための，
自律型探究学習モデル・教材の開発を行うことができた。特定の単元ではあるが，「探究学習モデル」と「教
材」を開発することにより，小学校の各単元における様々な理科授業に応用可能となり，小学校教員の理科授業
への負担や困難さを軽減することができると考えられる。小学校教師の力量や経験にかかわらず，モデルに沿っ
て授業を行うことが可能になるため，質の高い探究学習を保障することが可能になることも予測される。

研究成果の概要（英文）： The Autonomous Inquiry-Learning Model and Scientific Tool to improve the 
abilities of scientific thinking and expression in elementary school could be developed through this
 study. And it probably becomes possible by that the respective teachers apply this learning model 
that even other learning develops the class along this learning model. As a result, It is expected 
that the burden of class preparations of the teacher is reduced.  Because not only the expert 
teacher but also the young teacher utilizes this Autonomous Inquiry-Learning Model , many teachers 
may carry out the high quality science class.

研究分野： 理科教育学
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
科学的思考力・表現力の向上が重視される

背景には，国内外の学力調査において，科学
的思考力・表現力の育成が不十分という結果
が出ていることがあげられる。「平成 22年度
全国学力・学習状況調査」では，思考力・判
断力・表現力等の「活用」に関する記述式問
題に課題が見られた。「小学校理科教育実態
調査」でも，理科を学ぶことで問題解決の力
が身につくと回答した小学生は，平成 15 年
度，平成 22年度ともに，3割前後と低い傾向
にあることが明らかとなった。 
 上記の背景から，科学的思考力・表現力の
向上のため，探究学習を行うことが期待され
ている。ところが，小学校段階における探究
学習を研究した例は少なく，探究学習を成立
させることに困難を感じている小学校教員
は多い（村山 2013）。基礎基本の習得に力を
注ぐ授業が中心となっている小学校では，探
究学習のモデルや教材の開発が十分に行わ
れてこなかったからである。 
従来，探究学習の研究は，中学校と高等学

校を中心に行われてきた。小学校段階におい
ては，子どもが課題を設定し，解決方法を考
え，多角的に検証するといった，学習者主体
の「自律型探究学習」の実践モデル・教材の
開発は少なく，研究の余地が多く残されてい
る。 
 これまでに，小学校段階で一部行われてき
た探究学習として，自由試行（messing about）
を取り入れて課題を自由に確かめさせる学
習モデルや，教師が発展的課題を提示して子
どもに探究させる学習モデルがあった。しか
し，これらの学習モデルは，探究過程の一部
だけを子どもに任せる学習形態をとること
が多く，子どもが主体的に課題を設定し，問
題解決と検証を行う自律型の探究学習のレ
ベルにまで到達できない点が課題として残
されていた。 
 また，戦後間もない時期に，問題解決学習
や発見学習が授業に取り入れられ，探究活動
の試みがなされたことがあったが，子どもの
体験や生活経験を重視するあまり，思考力や
表現力の育成につなげる仕掛けや授業の工
夫が不十分であり，科学的な能力の習得が満
足にできない欠点があった。 
上記のように，従来の探究活動では，部分

的な探究にとどまったり経験主義の活動に
陥ったりする課題があり，自律的な探究活動
が保障されない面があった。自律的な探究活
動を保障するためには，従来の探究学習の良
さを取り入れながらも，子どもに身につけさ
せたい科学的な思考力や表現力に焦点を当
て，自律学習を成立させるための新しい授業
理論や協同学習などの学習理論を取り入れ
ていく必要がある。 
 
２．研究の目的 
 理科における探究学習は，主に中学校と高
等学校で行われており，基礎基本の習得に力

を注ぐ小学校段階ではほとんど行われてい
ない。さらに，小学生が主体となって行う「自
律型」の探究学習に関する知見は皆無である。
そこで本研究では，小学校の理科授業におい
て，科学的思考力・表現力を高める自律型探
究学習の条件の解明を行い，自律型の探究学
習モデルと教材を開発することを目的とす
る。中学校と高等学校においては，理科学習
指導要領に「探究活動の時間」が設定され，
科学的に探究する学習を進めていくことが
重要と明記されている。小学校段階において
探究活動の素養を養っておくことは，中学校
と高等学校における探究学習へのスムーズ
な接続・推進のためにも，大きな意義がある。 
そのため，本研究を行う意義は，小学校に

おける質の高い理科探究学習の保障と，科学
的思考力・表現力の向上，中学校以降の理科
探究学習への連結と推進である。 
  
３．研究の方法 
学習モデル・教材開発のため，「調査」，「開

発」，「実践」，「評価」の四段階の研究項目を
設ける。 
 

(1) 小学校における自律型探究学習を成立
させる学習条件と教材条件の解明 
(2) 自律型探究学習モデルと，自律型探究学
習に適した教材の開発 
(3) 小学校における自律型探究学習の実践
と結果分析 
(4) 小学校における実践の評価と自律型探
究学習モデルの構築 
 
第一段階は，自律型探究学習の成立条件と

教材の条件を，先行実践や理論研究をもとに
調査し，解明する。第二段階として，学習モ
デルと教材の開発を行う。第三段階として，
各小学校の協力のもと授業実践を行う。実践
を行う際は，多様な小学校現場（3 校～5 校
を予定）を選出し，再現性の高いデータを得
るようにする。第四段階として，学習モデル
と教材の効果を検証・評価する。 
 
４．研究成果 
研究の初年度は，小学校における自律型探

究学習を成立させる学習条件と教材条件の
解明を行うため，文献調査を行い，小学校，
中学校及び高等学校の，先行研究や実地調査
から，理科探究学習実践を分析し，小学校段
階における探究学習を成立させる授業と教
材の条件の解明を行った。特に，自然体験を
行う中での問題発見や，問題解決方法を考え
るためのプロセススキル，進んで問題解決を
行うための授業展開と教材条件について調
査を行った。文献調査に加え，大学付属小学
校をはじめとして，京都府下の小学校や，京
都市内の小学校，愛知県，大阪府，大阪市な
どの小学校と連携し，研究協議や授業実践を
行うことで，事例検討と情報収集を行った。
また，自律型探究学習モデルと，自律型探究



学習に適した教材の開発のため，指導法の研
究を進め，自律学習や協同学習などの様々な
学習理論を参考としながら，自律型の探究学
習を成立させるための学習条件を，文献や実
地調査をもとに分析するとともに，探究を進
めるための学習者の態度や基礎能力も検討
した。新時代に対応する「新しい授業モデル」
の開発を行うため，「教材開発」や「授業づ
くりの方法」，「授業技術」の三つについて，
子どもが進んで学ぶための条件を明らかに
し，「探究型」と「活用型」の理科授業に関
する実践と研究を行った。3 年理科「磁石の
はたらき」や，4 年理科「物の温まり方」，6
年理科「てこの働き」などの単元において，
研究のための公開授業を実施し，その後の研
究協議で子どもが自発的に探究を始めるた
めの授業環境の条件や，授業づくりの条件に
ついて研究を深めることができた。これらの
予備調査や事例収集により，科学的な思考
力・表現力の高まりを検証するための指標を
作成した。 
2015 年度は，「小学校における自律型探究

学習の実践と結果分析」を行いつつ，「自律
型探究学習に適した教材の開発」を行い，教
材の改良を図った。研究の第一段階で行って
きた「小学校における自律型探究学習を成立
させる学習条件と教材条件の解明」と「自律
型探究学習モデルと，自律型探究学習に適し
た教材の開発」をもとにして，自律型探究学
習モデルと教材を活用し，複数の小学校現場
において実際の授業の中で効果を確かめて
きた。特に，科学的な思考力や表現力の向上
について，パフォーマンス評価を中心に解析
を行い，従来の実践と比べての効果を検証し
た。3 年理科「磁石のはたらき」や 4 年理科
「物の温まり方」，5年理科「電流の働き」な
どの単元で実践やモデルの構想を現場の理
科主任と協同で行い，研究を進めていく過程
で，思考力・判断力・表現力等の中で，特に
活用の力や，探究を進める力の向上を図るこ
とや，主体的な問題解決や能動的な学習を促
すことが重要であることが明らかとなった。
そこで，第一段階で作成したモデルや教材に
改良を加え，自分で疑問を見つけるための工
夫や，問題解決を行うための工夫を取り入れ
ることを試みた。特に教材に関しては，児童
自身が発見した問題を自由に確かめること
ができるものを用意するという工夫を取り
入れるようにした。また，自律型探究学習モ
デルの探究過程の中で，習得と活用と探究を
つなぐような教師の働きかけを取り入れ，児
童が無理なく探究できるようにした。 
最終年度に実施した研究の成果としては，

研究項目のうち「小学校における実践の評価
と自律型探究学習モデルの構築」を行うこと
ができた。平成 27 年度中に実施した，自律
型探究学習モデルの実践データをもとに，学
習モデルと教材の効果について，最終的な検
証・評価を行い，学習モデルの修正を図った。
その上で，小学校における実践の最終分析と

総合考察を行い，最終的な学習モデルを構築
した。また，自律型探究学習モデルに取り入
れる教材について，改良すべき点を検討しな
がら，開発した教材を改善するとともに，新
しい教材の開発を行った。 
 研究期間全体を通じて実施した研究の成
果として，小学校段階における「自律型探究
学習モデル」と「教材」が，追試可能な形で
開発されたと考えている。特定の単元ではあ
るが，「探究学習モデル」と「教材」を開発
することにより，小学校の各単元における
様々な理科授業に応用可能となり，小学校教
員の理科授業への負担や困難さを軽減する
ことができると考えられる。小学校教師の力
量や経験にかかわらず，モデルに沿って授業
を行うことが可能になるため，質の高い探究
学習を保障することが可能になることも予
測される。 
 また，従来の探究活動では，部分的な探究
にとどまったり経験主義の活動に陥ったり
する課題があり，自律的な探究活動が保障さ
れない面があった。自律的な探究活動を保障
するためには，従来の探究学習の良さを取り
入れながらも，子どもに身につけさせたい科
学的な思考力や表現力に焦点を当て，自律学
習を成立させるための新しい授業理論や協
同学習などの学習理論を取り入れていく必
要があった。本研究により，子どもに身につ
けたい科学的な能力を明らかにすることが
できた。そして，小学校段階において，子ど
もに身につけさせたい科学的な能力を視点
とし，新しい授業・学習理論を取り入れた，
自律型探究学習モデル・教材の開発を行うこ
とができた。 
 学習者が自ら探究を進める自律型の探究
学習を開発するため，学習者の自律性への調
査・研究や，新しい授業理論の研究も行い，
これまでにない新しい形の探究学習モデル
の開発ができたと考えられる。研究と実践の
過程で，教師の役割の重要性も確認すること
ができ，従来の学習者任せの探究学習ではな
く，教師が適切に指導をする中で，学習者の
自律性を大切にした探究を行うことができ
るモデルになったと考えられる。能動的・協
働的な学習が重視される現在では，本研究で
開発された探究学習モデルや教材は，今後の
理科教育における新しい理論として位置づ
けられると考えられる。  
 なお，学習者支援を行うため，自律学習や
協同学習，能動的な学習，協働的な学習など
の新しい授業理論を研究する必要があった
が，それらの調査や授業実践を経て，教師の
リーダーシップのあり方や，学習者への声か
けの仕方，学級経営のあり方などでも，新し
い知見や発見を得ることができた。 
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